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1. 2020年3月期 第2四半期決算概要



損益計算書（要約）

［百万円］

4

2018-2Q 2019-2Q 2019-2Q

実績 構成比 前年同期比 実績 構成比 前年同期比 直近予想 期初予想

売上高 43,112 100.0% +3.9% 39,008 100.0% ▲9.5% 38,700 40,600

売上原価 30,729 71.3% +7.1% 27,807 71.3% ▲9.5% - -

販管費 10,478 24.3% +2.9% 10,258 26.3% ▲2.1% - -

営業利益 1,905 4.4% ▲27.0% 941 2.4% ▲50.6% 900 1,300

経常利益 1,956 4.5% ▲28.8% 1,039 2.7% ▲46.9% 1,000 1,300

当期純利益 1,492 3.5% ▲28.6% 766 2.0% ▲48.7％ 700 1,000

為替
(円/米ドル)

期中平均 108.84 ▲1.49pt 108.34 ▲0.50pt -

期末 113.57 +0.84pt 107.92 ▲5.65pt -

◆ 米中貿易摩擦を背景とした中国市場・産業機械関連の冷え込みなどにより減収減益

◆ 情報機器関連の下期への売上ずれ込みも、当第2四半期の売上・利益の押し下げ要因となる

注： 直近予想は2019年10月11日に公表



18.3期 19.3期 20.3期

［百万円］ 上期 下期 上期 下期 上期 下期

売上高 41,476 44,081 43,112 43,896 39,008

営業利益 2,609 2,797 1,905 2,695 941

営業利益率 6.3% 6.3% 4.4% 6.1% 2.4%

四半期別の売上高・損益
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7.1 

12.9 14.1 

2.1 

7.3 

4.9%

7.5% 7.4%
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3.2%

6.0%
6.2%

1.1%

3.7%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

売上高(億円) 営業利益(億円) 営業利益率(%)

◆ 1Qは旧正月時期と、中国市場・産業機械関連の冷え込みで低水準

◆ 2Ｑよりスマートフォン関連が季節変動で伸長。産業機械関連は厳しい状況が継続。



■電子部品関連事業 ■電子化学実装関連事業 ■情報機器関連事業 ■全社 ［億円］
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事業部門別の売上高・損益

5.1%

0.6% 0.5%

10.8%

13.0%

9.6%
10.6% 9.6%

6.3%

4.4%

2.4%

17.3 18.3 19.3

注1: 連結消去（主に全社未来開発費）により、営業利益の全社の値と、事業部門の合計が一致しません。

注2: 電子部品事業2018年9月期は、電源機器の不具合に伴う修理費用を計上

売上高 営業利益 営業利益率
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11.9
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19.1

9.4

17.9 18.9 19.9

87%

67%

赤転

49%

対前期増減率

対前期増減率

-10.6%
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営業利益増減要因（18上期・19上期の比較）

+6.0

▲3.2

▲3.0

▲4.2
▲1.7

▲2.9 ▲0.7

■電子部品
1.6→1.4
(▲0.2)

■電化実装
17.8→11.9
(▲5.9)

■情報機器
1.6→▲1.3
(▲2.9)

全社営業利益の増減要因 19.1億円→9.4億円（▲9.7億円）

■共通費用
▲1.9→▲2.6
(▲0.7)



【事業部門別】 電子部品関連事業の実績①
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◆ 中国市場の冷え込みによる設備投資需要の鈍化を背景に、産業機械向けのトランス・リアクタが

大幅に減少。電動工具用のチャージャも弱含みで推移

［百万円］

19.3期2Q 20.3期2Q 20.3期2Q

実績 前年同期比 実績 前年同期比 期初予想

売上高 27,816 +0.4% 25,410 ▲8.6％ 25,800

営業利益 157 ▲88.9% 137 ▲13.2％ 300

営業利益率 0.6% ▲4.6pt 0.5％ ▲0.1pt 1.2%

売上
構成比

65％

133
144 137 145

136 143
133 137

126 129

6.3 7.9 
4.0 3.8 4.3 

-2.7 

3.8 4.3 
0.2 

1.2 

4.7%
5.5%

2.9% 2.6%
3.2%

-1.9%

2.8% 3.1%

0.2%
0.9%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

18.3期 19.3期 20.3期

売上高(億円)

営業利益(億円)

利益率(％)
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17.9 18.9 19.9
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［億円］

【事業部門別】 電子部品関連事業の実績②

製品別 売上高 市場別 売上高

その他
(電流センサなど)

大型ﾄﾗﾝｽ・ﾘｱｸﾀ

トランス

コイル・リアクタ

ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ･ﾁｬｰｼﾞｬ

LED

［億円］

その他

AV

家電・住宅

情報通信

産業機械

エネルギー

交通・車両

電源・ユニット

EMS

セラミック

注: その他事業に含まれるサーマル事業（温度ヒューズ）は、2018年10月1日をもって事業譲渡が完了しました。



4 4 3

13 14
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23 

17.9 18.9 19.9
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［億円］

【電子部品事業】 大型トランス・リアクタの進捗

地域別 売上高

市場別 売上高 ［億円］

産業機械他

エネルギー

市場 用途
主要
顧客

主力製品
今後の注力

19年→20年

再生可能
エネルギー

太陽光
欧米系
日系

乾式標準品

風力 欧米系 間接水冷

データ
センター

UPS 欧米系 乾式標準品

車載関連
EV充電器

バッテリーテスター
欧米系

乾式標準品
間接水冷

インフラ
大型インバータ

直流送電
水力発電

欧米系等
間接水冷
直接水冷

主な用途と今後の取り組み

EV充電器

1 1 2

13 13
15

3 4

617 18

23

17.9 18.9 19.9

アジア・日本

ヨーロッパ

南北アメリカ

乾式標準品間接水冷 直接水冷

風力発電 送配電 EV充電器



【事業部門別】 電子化学実装関連事業の実績①
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◆ 例年より低水準ながら、車載向けソルダーペースト・スマホ向けFPCレジストは期初計画並に推移

◆ 実装装置は下期への売上先送りが生じて減収

［百万円］

19.3期2Q 20.3期2Q 20.3期2Q

実績 前年同期比 実績 前年同期比 期初予想

売上高 13,654 +14.8% 12,454 ▲8.8％ 12,700

営業利益 1,781 +38.8% 1,191 ▲33.1％ 1,200

営業利益率 13.0% +2.2pt 9.6％ ▲3.5pt 9.4%

売上
構成比

32％

57
62

68 67 67 69
76

69

60
65

5.2 

7.6 

12.2 

7.4 7.6 

10.2 11.8 

6.1 
4.5 

7.4 

9.2%
12.3%

17.9%

11.0% 11.3%

14.7% 15.6%

8.8% 7.6%

11.4%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

18.3期 19.3期 20.3期

売上高(億円)

営業利益(億円)

利益率(％)
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17.9 18.9 19.9
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【事業部門別】 電子化学実装関連事業の実績②

製品別 売上高 ［億円］

その他装置

ウェーブ装置

その他材料

リフロー装置

ソルダーペースト関連※

フラックス関連

ソルダーレジスト関連

実装装置合計

23

電子化学合計

96

実装装置合計

28

電子化学合計

108

実装装置合計

21

電子化学合計

103

※ソルダーペースト関連に、2018年度より連結子会社化したドイツ拠点の棒はんだ・糸はんだの数字を含む



電装化

電動化
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車載市場向け売上高 車載以外売上高 車載市場向け占有率

電子化学事業における車載市場の拡大

安全装備 自動運転

ハイブリッド車 燃料電池車電気自動車

快適装備

市場
機会 技術高度化 3D実装大電流・高耐圧対応 エンジン直載化

運転支援

タムラのチャンス = 車載用材料・装置のニーズの高まり車載用基板・モジュールの増加

電子化学事業における車載市場向け売上高の推移

20

30

40

50

60

70

80

90

16上 16下 17上 17下 18上 18下 19上

車載市場向け製品は、
自動車の電装化・電動化を背景に
市況の変化に関わらず安定成長

［億円］



【事業部門別】 情報機器関連事業の実績
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◆ 放送局向けの音声調整卓（ミキサー）や通信事業者向け監視装置のまとまった売上を2Qに予定して

いたものの、下期への先送りにより減収減益

［百万円］

19.3期2Q 20.3期2Q 20.3期2Q

実績 前年同期比 実績 前年同期比 期初予想

売上高 1,684 ▲9.8% 1,251 ▲25.7％ 2,100

営業利益 161 ▲18.1% ▲132 - 100

営業利益率 9.6% ▲1.0pt ▲10.6％ ▲20.2pt 4.8%

売上
構成比

3％

6.1

12.6

8.4

15.3

7.0
9.8

5.4

19.8

4.3

8.3

-0.2 

2.2 

0.8 

2.1 

1.1 
0.5 

-1.7 

4.9 

-1.7 

0.3 

-3.8%

17.5%

9.4%
14.0% 15.2%

5.5%

-30.6%

24.5%

-38.8%

4.0%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

18.3期 19.3期 20.3期

売上高(億円)

営業利益(億円)

利益率(％)



190 184 167

174 183

154

34
45

48

17
19

20

415
431

390

17.9 18.9 19.9
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［億円］

地域別の売上高・損益

売上高 営業利益

91%

［億円］

日本

84%アジア

107%ヨーロッパ

105%南北アメリカ

90%全社

対前年同期増減率

10.0
11.8

0.8

18.9

8.0

10.8

-0.3

0.2

0.4

0.8

1.1

0.5

26.1

19.1

9.4

17.9 18.9 19.9

7%日本

134%アジア

250%ヨーロッパ

43%南北アメリカ

49%全社

対前年同期増減率

注:
・連結消去により、営業利益の全社の値と、地域の合計が一致しません。
・前回までの決算説明会資料では関係会社間における事業支援金の
やりとりは無いものとして表示した地域別営業利益を掲載しておりましたが、
今回より調整無しの値を使用しております。

・アジアの18.9期は、電源機器の不具合に伴う修理費用を計上

◆ アジア・日本の売上減少には、産業機械、家電、スマートフォンなどの各分野の減速が影響

◆ ヨーロッパは風力発電向け大型トランス・リアクタが好調で増収増益



85

98 96 94

71

83

6.0 

2.0 

10.7 9.9 

4.3 
6.4 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

19.3期 20.3期

91 92
85

101

83 85

6.1 5.7 
3.3 

5.9 

-1.7 

2.5 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

19.3期 20.3期

地域別の売上高・損益（四半期推移）

9 10
11

10

11

9

0.4
0.7

0.6

-0.0 

0.6

-0.1 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

19.3期 20.3期

16

23
22 22

20

25 24

0.4 

-0.2 -0.1 
-0.8 

0.4 
0.1 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

19.3期 20.3期

売上高(億円) 営業利益(億円)

日本 アジア

ヨーロッパ 南北アメリカ

※19.3期2Qに電源機器修理費用計上



貸借対照表
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69.5 90.5 92.7 92.4

169.6
201.8 225.0 245.0

19.8

24.6
28.0 28.2

106.9

126.8
134.2 124.4

199.0

227.7
221.0 189.1

194.6

149.5
159.9

152.7

759.4
821.0

860.7 831.8

17.3末 18.3末 19.3末 19.9末

現金・預金

売上債権

棚卸資産

その他流動資産

有形固定資産

その他固定資産

385.9 430.0 471.6 469.2

90.0
107.8

89.4 80.2
172.5

156.7
178.8 186.0

111.0
126.5

121.0 96.4
759.4

821.0 860.7 831.8

17.3末 18.3末 19.3末 19.9末

仕入債務

有利子負債

その他負債

純資産

50.6% 51.9%
54.3% 55.9%

自己資本比率

［億円］

◆ 有利子負債圧縮は一定の水準に到達したので、車載関連などの拡大に向けた資金準備と投資に舵を切る

◆ 19.9期は、売上減少に伴い売上債権が減少

資産 負債・純資産 ［億円］
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2. 2020年3月期 通期業績予想
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損益予想

◆ 産業機械関連をはじめとして、下期も市場環境の難しい状況は継続すると予想

◆ 下期は宮城県の新工場における車載用リアクタの生産が本格化し、売上・利益に寄与

◆ 放送機器や自販機向けLED製品が期末月に集中するが、期初予想の水準には至らない見込み

［百万円］

2019.3 2020.3 2020.3

実績 構成比 前期比 予想 構成比 前期比 期初予想 構成比

売上高 87,008 100.0% +1.7% 81,000 100.0% ▲6.9% 86,800 100.0%

営業利益 4,600 5.3% ▲14.9% 3,400 4.2% ▲26.1% 4,300 5.0%

経常利益 4,848 5.6% ▲11.5% 3,300 4.1% ▲31.9% 4,200 4.8%

当期純利益 6,397 7.4% +76.2% 2,200 2.7% ▲65.6％ 3,000 3.5%

為替
(円/米ドル)

期中平均 110.02 ▲0.57pt 106.00 ▲4.02pt 110.00

期末 110.99 +4.75pt 106.00 ▲4.99pt 110.00

1株当り配当 10.00円 +1.00円 10.00円 0.00円 10.00円

配当性向 12.8% ▲7.5pt 37.3% +24.5pt 27.3%

ROE 14.3% +5.3pt 4.6% ▲9.7pt 6.3%

注: 2019.3期の当期純利益は損害賠償請求訴訟に基づく和解金を特別利益に計上し高水準
2020.3期予想は、2019年10月11日発表の修正値から変更なし



■電子部品関連事業 ■電子化学実装関連事業 ■情報機器関連事業 ■全社 ［億円］
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事業部門別の売上高・損益見通し

注1: 連結消去（主に全社未来開発費）により、営業利益の全社の値と、事業部門の合計が一致しません。

注2: 電子部品事業2019年3月期は、電源機器の不具合に伴う修理費用を計上

売上高 営業利益 営業利益率

559 548
510

254 282

260

42 42

40

856 870
810

18.3 19.3 20.3

93%

92%

95%

93%

22.0

9.6 10.0

32.4

35.7
28.0

4.9

4.8

2.0

54.1

46.0

34.0

18.3 19.3 20.3

104%

78%

42%

74%

対前期増減率

対前期増減率

3.9%

1.8% 2.0%

12.8% 12.7%

10.8%
11.6% 11.4%

5.0%6.3%
5.3%

4.2%

18.3 19.3 20.3

予想予想予想



事業部門別の売上高・損益（四半期推移）
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売上高(億円) 営業利益(億円)

電子部品 電子化学実装

情報機器 全社

※19.3期2Qに電源機器修理費用計上

67 69
76

69
60

65 66
70

7.6 
10.2 

11.8 

6.1 
4.5 

7.4 8.3 7.8 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

19.3 20.3

136 143
133 137

126 129 122
134

4.3 

-2.7 

3.8 4.3 

0.2 
1.2 1.2 

7.4 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

19.3 20.3

210
222 214

225

190 200 194

226

11.9

7.2

12.9 14.1

2.1

7.3 6.1

18.4

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

19.3 20.3

7

10

5

20

4

8
6

21

1.1 0.5 

-1.7 

4.9 

-1.7 

0.3 

-1.8 

5.1 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

19.3 20.3

※放送機器の売上は期末（4Q・2Q）に集中する傾向あり

※20.3期よりタイ新工場の減価償却費発生
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営業利益増減要因（2018年度・2019年度の比較）

+6.0
+2.0

▲4.6

▲3.0

▲7.1 ▲0.6

▲2.8 ▲1.9

■電子部品
9.6→10.0
(+0.4)

■電化実装
35.7→28.0
(▲7.7)

■情報機器
4.8→2.0
(▲2.8)

全社営業利益の増減要因 46.0億円→34.0億円（▲12.0億円）

■共通費用
▲4.1→▲6.0
(▲1.9)



【事業部門別】 電子部品関連事業の見通し①
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268 269 277 278 254 

278 250 
282 270 

256 

546 
520 

559 548 
510 

16.3 17.3 18.3 19.3 20.3

2.8

14.2 14.2

1.6 1.4

7.0

10.2
7.8

8.0 8.6

9.7

24.4
22.0

9.6 10.0

16.3 17.3 18.3 19.3 20.3

1.8%

4.7% 3.9%

1.8% 2.0%
93%

95%

対前期
増減率

91%

104%

107%

対前期
増減率

87%

営業利益率

下期売上・利益（億円）

上期売上・利益（億円）

◆ 産業機械用トランス・リアクタは弱い状況が継続

◆ 下期は新工場の車載用リアクタ増加。自販機用LEDモジュールは4Qで増加

売上高 営業利益

予想 予想



143 137 
117

79 80 
86

53 54 
61

199 199 
185

47 42 

36

3 4 

2

35 32

22

559 548 

510

18.3 19.3 20.3

156 168 172 

71 
75 64 

33 
37 44 

132 
121 105 

23 19 
10 

15 13 

12 

8 8 
8 

54 50 

50 

67 57 

44 

559 548 

510 

18.3 19.3 20.3
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［億円］

【事業部門別】 電子部品関連事業の見通し②

製品別 売上高 市場別 売上高

その他
(電流センサなど)

大型ﾄﾗﾝｽ・ﾘｱｸﾀ

トランス

コイル・リアクタ

ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ･ﾁｬｰｼﾞｬ

LED

［億円］

その他

AV

家電・住宅

情報通信

産業機械

エネルギー

交通・車両

電源・ユニット

EMS

セラミック

予想 予想



【事業部門別】 電子化学実装関連事業の見通し①
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124 113 119 137 125 

125 
124 

136 
145 

135 

249 
237 

254 

282 
260 

16.3 17.3 18.3 19.3 20.3

12.8% 12.5% 12.8% 12.7%

10.8%
92%

93%

対前期
増減率

91%

78%

90%

対前期
増減率

67%

営業利益率

下期売上・利益（億円）

上期売上・利益（億円）

16.0
12.5 12.8

17.8
11.9

15.8
17.2 19.6

17.9

16.1

31.8
29.7

32.4
35.7

28.0

16.3 17.3 18.3 19.3 20.3

◆ 昨年比でフレキシブル基板材料の減少、タイ新工場の償却費負担、円高の影響で利益率が減少

◆ 実装装置はアセアン・中南米などへの設備投資需要を取り込み、下期での伸長を見込む

売上高 営業利益

予想 予想



100
122 121

76

76 67

21

23
217

6

1
31

32

28
7

7

712

15

15

254

282

260

18.3 19.3 20.3
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【事業部門別】 電子化学実装関連事業の見通し②

製品別 売上高 ［億円］

その他装置

ウェーブ装置

その他材料

リフロー装置

ソルダーペースト関連※

フラックス関連

ソルダーレジスト関連

実装装置合計

50

電子化学合計

204

実装装置合計

54

電子化学合計

227

実装装置合計

50

電子化学合計

210

※ソルダーペースト関連に、2018年度より連結子会社化したドイツ新拠点の棒はんだ・糸はんだの数字を含む

予想
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最新型リフロー装置「TNV Version Ⅲ」

TNV Version Ⅲ の性能向上

フラックス
回収向上

約3.4倍

Ｎ２
消費量減

約37%

消費
電力削減

約36%

フラックス
たれ落ちリスク

約1/12

（従来機比）

１～２週間 → 3か月

⚫ 省エネリフローTNVシリーズの最新型モデル「TNV Version Ⅲ」をリリースし、
車載関連のお客様などを中心に、好評のうちに引き合い・受注をいただいています。

⚫ 「TNV Version Ⅲ」には、装置内部の気体を効率的に誘導する対流制御技術を搭載。
その結果、炉内へのフラックス付着の低減による清掃頻度低減、窒素消費量の低減が
可能となりました。

⚫ 清掃周期を伸ばすことで、お客様における生産効率の向上、窒素消費量低減による
省エネルギー化、清掃頻度低減による省資源化が実現できます。

メンテナンス周期



【事業部門別】 情報機器関連事業の見通し
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25.7 22.8
18.7 16.8

12.5

27.1

17.8 23.7 25.2
27.5

52.8

40.5 42.3 42.0 40.0

16.3 17.3 18.3 19.3 20.3

12.8%

7.9%

11.6% 11.4%

5.0%
95%

109%

対前期
増減率

74%

42%

104%

対前期
増減率

▲82%

営業利益率

下期売上・利益（億円）

上期売上・利益（億円）

3.6
2.1 2.0 1.6

-1.3

3.1

1.1
2.9 3.2

3.3

6.8

3.2

4.9 4.8

2.0

16.3 17.3 18.3 19.3 20.3

◆ 通信事業者用向けの監視装置は、上期予定していた分を下期に売上

◆ 音声卓をはじめとする放送機器関連は、市場環境が厳しく期初予想の水準には至らない

売上高 営業利益

予想 予想



389 370 365

368 373
321

65 87

89

34 40

35

856 870

810

18.3 19.3 20.3
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［億円］

地域別の売上高・損益の見通し

売上高 営業利益

99%

［億円］

日本

86%アジア

102%ヨーロッパ

88%南北アメリカ

93%全社

対前年同期増減率

26.6
20.9

10.0

37.0

28.7

28.0

-2.4 -0.7

1.0

1.1

1.7

1.0

54.1

46.0

34.0

18.3 19.3 20.3

48%日本

98%アジア

黒転ヨーロッパ

59%南北アメリカ

74%全社

対前年同期増減率

注: 連結消去により、営業利益の全社の値と、地域の合計が一致しません。

◆ 日本は新工場の車載用電子部品、期末集中する情報機器・LED関連製品の拡大で下期増益を目指す。

◆ ヨーロッパは構造改革と製品・市場の絞り込み（風力発電・送配電等に集中）が功を奏し、黒字転換

予想

予想



3.9%

3.5%
3.7%

16 15 14 

17 16 16 

33 31 30 

18.3 19.3 20.3

9 10 15 
11 11 

17 
20 22 

32 

18.3 19.3 20.3

24 30 22 

26 
32 

16 

50 
61 

38 

18.3 19.3 20.3

設備投資・研究開発投資

※リースを含む

対売上高比率

30

予想

下期（億円）

上期（億円）設備投資 減価償却費

研究開発関連費用

予想

予想

⚫ 電子部品: 車載・中国生産設備
⚫ 電子化学実装: 国内外生産設備増強

⚫ 電子化学材料 新素材関連
⚫ 車載用電子部品関連
⚫ セミコン・結晶開発（酸化ガリウム）関連

主な設備投資

主な開発投資

注: 「研究開発関連費用」は、研究開発テーマに関わる
経費・労務費・設備投資などを、当社の基準で集計している値です。
2016年度3Qに、研究開発テーマの選定基準を変更したため
以降の「研究開発関連費用」の値が増加しております。

※20.3期よりIFRS16(リース会計)の海外子会社への適用により、
賃借料が減価償却費扱いとなるため金額が増加
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3. トピックス

①電子部品車載工場展開の進捗（中国、若柳）

②電子化学グローバル展開の進捗（タイ、ドイツ）
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第12次中期経営計画

Biltrite Tamura GROWING ANEW
長期ビジョンとして創業100周年（2024年）とその先に続く持続的な成長を見据えながら、
2021年度をターゲットとする第12次中期経営計画を、2019年4月にスタートしました。

2019

（第1年度）
2020

（第2年度）
2021

（第3年度）
2024年度

（100周年）

営業利益率 5.0% 7.2% 8.0% 10.0%以上

ROE 6%以上 8%以上 9%以上 10%以上

目標とする経営指標（2019年5月発表時）

3つの注力分野

タムラは各事業分野で、卓越した製品・技術を持っています。今後大きな成長が期待される
「車載」・「パワーエレクトロニクス」・「IoT次世代通信」の各市場をターゲットに、ベストプラクティスを
共有し、グループ総合力で取り組んでまいります。

車載
パワー

エレクトロニクス
IoT

次世代通信
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① 電子部品車載工場展開の進捗

既存工場 タムラ製作所

坂戸事業所
株式会社

若柳タムラ製作所
田村汽車電子
（佛山）有限公司

所在地 ー 埼玉県坂戸市 宮城県栗原市 中華人民共和国
広東省佛山市

面積 ー 4,600㎡ 6,200㎡ ※ 14,909㎡

投資額 40億円 22億円 9億円 23億円

生産能力 現在年間200万台
（坂戸50万台、若柳50万台

を含む）

現在年間50万台を

150万台に拡大

計画年間50万台を

100万台に拡大

最大200万台まで

拡大予定(新設）

稼働予定 ～2018年 2020年 2020年 2022年

ハイブリッド車・プラグインハイブリッド車・電気自動車などの将来に向けたグローバルな需要拡大

2022年以降には現在の約3倍となる年間550万台の生産体制構築

「環境車向け昇圧リアクタ」のニーズ拡大

国内外工場における「環境車向け昇圧リアクタ」の生産能力を更に増強

※  車載以外も含む工場総床面積

19下
若柳量産

開始

19年
7月着工
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田村汽車電子（佛山）有限公司

⚫ 当初、中国における「環境車向け昇圧リアクタ」の生産増強は、当社グループの既存工場である
「田村電子（恵州）有限公司」の分工場設置を検討していましたが、今後のグローバルな
需要増加に対応するべく、「車載用昇圧リアクタ」の生産に特化した新たな連結子会社
「田村汽車電子（佛山）有限公司」を設立する運びとなりました。

⚫ キープロセスとなるコアの粉体工程を内製化し、ほぼ自動化を実現したラインで、リアクタ組立
までの一貫生産を行います。

【完成予想図】
2022年度量産開始

【開工典礼】
2019年10月30日、工事開始の式典を行いました
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株式会社若柳タムラ製作所車載工場

⚫ 若柳タムラ製作所の前身「若柳電子工業」は、宮城県若柳町誘致企業第一号として
1966年設立。かつてはAV向け小型トランスを中心とした国内主要生産拠点の一つでした。

⚫ その後、顧客の国内生産の縮小や、2011年の東日本大震災による被災で2階が使用できなく
なるなどの試練が続きましたが、将来の拡大が期待される「車載用昇圧リアクタ」の
量産工場としてリニューアルすることを決定。

⚫ 2018年8月に新社屋完成。以降、設備投入や試作品の生産を進めてまいりましたが、
計画に沿って2019年下期より本格量産を開始しております。

【工場全景】
2019年1月1日現在

【車載用リアクタにベストマッチしたコア材】
中国工場に先んじて、コアの粉体工程を内製化
リアクタ組立までの一貫生産を実現
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【最新情報】 車載用昇圧リアクタ売上ポテンシャル

［億円］

58億円

170億円

2021年度
若柳生産増強

2022年度
坂戸生産増強

2019年度
若柳生産開始

2023年度
田村電子(恵州)量産開始
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2020年度
若柳生産増強

2021年度
坂戸生産増強

2022年度
田村汽車電子(佛山)

量産開始

⚫ 世界的に広がる厳しい燃費規制に対応するため、ハイブリッド車や
プラグインハイブリッド車、電気自動車、燃料電池車などの環境対応車

（ストロングハイブリッド車）の需要が、急速に拡大しています。

⚫ 需要拡大に対応するための生産能力増強を前倒しで進めております。

約3倍

2018年11月
決算説明会資料

2019年11月
決算説明会最新情報



② 電子化学事業グローバル展開の進捗
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2

3

4

76

5
8

9
10

11
12

13

14 15

16

1 日本 生産 販売 開発 株式会社タムラ製作所 入間事業所 輸出分の生産を現地化 高機能品／国内向けは強化

2 日本 生産 株式会社タムラ製作所 児玉工場 〃 〃

3 台湾 販売 田村化研科技（股）有限公司 台湾工場閉鎖 高機能品拡販に集中

4 中国 生産 販売 開発 上海祥楽田村電化工業有限公司 R&D増強。地産地消・地開地承で中国国内向けを強化

5 中国 生産 販売 田村電子材料（天津）有限公司 地産地消で中国国内向けを強化

6 中国 生産 販売 田村化研（東莞）有限公司 〃

7 中国 管理 田村香港有限公司

8 韓国 生産 販売 開発 タムラ化学韓国株式会社 研究開発センターを拡充。現地顧客対応力を強化

9 シンガポール 管理 タムラシンガポール株式会社

10 マレーシア 販売 タムラ化研（マレーシア）株式会社

11 タイ 販売 タムラタイランド 株式会社

12 タイ 生産 タイ新工場 新生産拠点設立。アセアン市場・インド市場に製品供給

13 ベトナム 販売 タムラコーポレーションベトナム

14 イギリス 販売 タムラ化研（英国） 株式会社 ドイツに機能を集約

15 ドイツ 生産 販売 開発 ドイツ新工場 新生産販売拠点設立。 欧州車載メーカーを中心に供給

16 アメリカ 販売 タムラ化研（アメリカ） 株式会社

1

New

New

日

韓中独

泰

New

New



ESE INDUSTRIES(THAI) CO.,LTD.
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⚫ 当社は、2017年11月、 ESE INDUSTRIES(THAI) CO.,LTD.へ資本参加しました。

⚫ タムラは長年OEM先として、ESE社にアセアン地域向けのソルダーペーストの最終工程を
委託してきましたが、今後はタムラの連結子会社として原材料（はんだ粉）からの一貫生産で
地産地消を実現し、原価低減による利益向上を目指します。

⚫ 2018年10月に新設した第2工場が完成し、2019年4月より一部製品（地金・はんだ粉等）の
量産・販売を開始しています。

ESE INDUSTRIES(THAI) CO.,LTD.

36 Moo 4, Tambon Primpha, 
Amphur Bangakong, 
Chachoengsao Province 24180, Thailand

ESE INDUSTRIES(THAI) CO.,LTD. 
Factory2

381 Moo 7, Tambon Huasamrong, 
Amphur Plaengyao, 
Chachoengsao Province 24190, Thailand

New



TAMURA ELSOLD GmbH 
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⚫ 当社は、2017年10月にドイツのはんだメーカーであるElsold GmbH & Co. KG（以下、
「ELS社」）の持分100％を、ドイツにおける持株会社TAMURA DEUTSCHLAND GmbH
（以下、「TDG社」）を通して現地資本の法人より取得、2018年3月にELS社とTDG社の
統合および社名変更を行い、TAMURA ELSOLD GmbH （以下、「TEG社」）が誕生しました。

⚫ ELS社は、従来より欧州の代表的な自動車関連メーカーが主な顧客であり、「棒はんだ、糸はんだ」
などの自動車市場向け製品が、売上高の約6割を占めています。

⚫ 現在TEG社では、タムラからの指導のもと新たに「ソルダーペースト関連製品」の生産設備を導入し、
欧州エリアにおける開発・生産・販売一貫体制の構築を進めています。これにより非日系車載顧客
向けを中心に、高付加価値実装材料の拡販を推進してまいります。

新ソルダーペースト生産棟 ソルダーペースト生産用クリーンルームNew New



ご清聴ありがとうございました

40
Your One and Only Company
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【付録】 参考資料
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資本金：11,829百万円
連結従業員数：5,021名
連結売上高：87,008百万円
東証一部上場
代表取締役社長：浅田昌弘

アジア
・売上高：37,290百万円
・従業員数：3,417名

ヨ－ロッパ
・売上高：8,716百万円
・従業員数：253名

売上高： 2019年3月期実績
従業員数： 2019年3月現在

南北アメリカ
･売上高：3,975百万円
・従業員数：151名

日本(本社：東京都練馬区）

・売上高：37,026百万円
・従業員数：1,200名

会社概要
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接合技術を極める !
電子化学実装関連

１９５６年～ フラックス

１９５７年～ ｿﾙﾀﾞｰﾍﾟｰｽﾄ

１９６１年～ レジストインク

１９６８年～ はんだ付装置

２０１０年～ FPC用レジスト

１９２４年創業

「田村ラヂオ商会」

１９２４年～

ラジオ、蓄音機の製作・販売

１９３０年～

トランスの自作化

音を極める！

いい音（信号）を極める ! 情報機器関連

１９６１年～ 放送用音声卓

１９６２年～ ワイヤレスマイク

１９７６年～ 伝送監視装置

２００３年～ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送設備

２０１５年～ 8K向け音声卓

トランスを極める !
電子部品関連

１９５６年～ 磁性材料

１９５６年～ 電源装置

２００８年～ LED関連製品

２００９年～ 車載用リアクタ

２０１０年～ 大型トランス

タムラの歩みと事業領域

43



44

あなたの街のタムラ

タムラ製作所公式ウェブサイトで会社紹介動画を公開中 https://www.tamura-ss.co.jp/

https://www.tamura-ss.co.jp/
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第12次中期経営計画

Biltriteとはタムラ創業期の製品である電気蓄音機・アンプに使用され、
特に高級品、高品位品に付けられた由緒ある商標です。現存するカタログとして
最も古い昭和12年発行のカタログ第3号の冒頭に、次のようなコメントが記されています。

「当製作所の製品にはBiltriteの商標を付けてあります。是は製品に対して
絶対的に責任を持つ意味であります。御買求めに際し、Biltriteの商標は
品質に対する一種の保険証書として御承知置き下さい。」

創業75周年社史「21世紀へのみちしるべ」より
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タムラグループの価値創造



本資料及び引き続き行われる質疑応答の回答の際の業績予想、
見通し及び事業計画については、現時点における将来環境予測等の
仮定に基づいております。
本資料において当社の将来の業績を保証するものではありません。
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Your One and Only Company
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弊社からのお願い

株式会社タムラ製作所 経営管理本部
TEL：03-3978-2031


